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いくせい  
本年度、「明るい家庭づくり」に関する作文、ポスター・絵コンクールの作品募集をしたところ、た

いへん多くの応募をいただきました。誠にありがとうございました。家族の活動や旅行の様子、家族
の絆を深める出来事や、家族の生き方から自分を真摯に見つめ、目標や家庭での役割を見出し、励む
様子が生き生きと書かれている作品が多く寄せられました。審査の結果、最優秀賞・優秀賞に選ばれ
た方々は次のとおりです。おめでとうございます。作品の詳細は、「明るい家庭づくり作品集」を作成
し、後日配付いたしますので是非ご覧ください。 

【 作 文（小学校）】                      【 ポスター・絵 】 

1年生の部                    小学校低学年の部 

【最優秀】高島小    山磨  歩        【最優秀】吉備小       難波 千咲 

【優 秀】御南小    佐藤 泉実        【優 秀】西大寺南小    山口 莉央 

２年生の部                   小学校高学年の部 

【最優秀】御野小     西川 叶泰        【最優秀】伊島小        榮德 スミレ 

【優 秀】西小     瀬崎 杏菜        【優 秀】芥子山小     寺尾 優希 

３年生の部                   中学校の部 

【最優秀】彦崎小     小川 紗生        【最優秀】岡北中        岸  優花 

【優 秀】岡大附属小  深谷 春陽        【優 秀】興除中      淵本 愛良 

４年生の部 

【最優秀】西小     守屋 いちか 

【優 秀】大元小    近藤 望生 

５年生の部 

【最優秀】大野小    岩佐 智子 

【優 秀】石井小    池田 夕珠 

６年生の部 

【最優秀】石井小    森  美緒 

【優 秀】平井小    野村 鞠華 

 

【 作 文（中学校）】 
１年生の部 

【最優秀】上道中    平野 心音 

【優 秀】県操山中   湯谷 真央 

２年生の部 

【最優秀】高松中      河野 千尋 
【優 秀】山陽学園中  北野 くるみ 

３年生の部 
【最優秀】上道中     高木 花寧           《 最終審査会の様子 》 
【優 秀】岡山中央中  久保 颯大 

 

応募数 

作 文     ２，５８７ 

ポスター・絵    １６４ 

総 数     ２，７５１ 

岡山市岡山っ子育成局 子育て支援部 

地域子育て支援課青少年育成係 

岡山市青少年育成協議会広報紙 
〒700-8544 

岡山市北区大供一丁目1番1号 
☎086-803-1609【地域子育て支援課】 

☎086-801-9455【青少年育成協議会】 

FAX086-803-1718【地域子育て支援課】 

「明るい家庭づくり」作文、ポスター・絵コンクール 
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１０月３１日（金）ハロウィン街頭補導を行いました。近年、岡山でもハロウィンの仮装が増え、岡

山駅前広場やイオンモール岡山などで、多くの仮装をした若者が集まるようになっています。今年

も大勢の若者男女が仮装を楽しんでいました。その中には、仮装したり、その様子を見物に来たり

している中・高校生の姿も数多く見受けられました。                           

トラブル等に備え多くの警察官も警備にあたっていましたが、飲酒・喫煙、ゴミのポイ捨て、バイ

クによる暴走行為など課題の多いイベントでもあるようです。 

地域子育て支援課青少年育成係と岡山市青少年育成協議会では、イオンモール岡山や岡山駅

前周辺の巡回補導活動をおこないました。 

 

 

 

 

 

 

岡山市育成委員の活動 
岡山市育成委員は、市長が委嘱・任命した市内の小中学校の教職員各校１名、各地区青少年育成協議会から２～

３名で構成されており、各地域の青少年の健全育成に関する活動をおこなっています。 

《巡回パトロール》 
岡山市育成委員と地域子育て支援課青少年育成係職員で、岡山駅周辺か各地区内の店舗や公園な

どを巡回し、補導・声かけ活動をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《合同補導》 
隣接する地区と合同で、岡山市育成委員と地域子育て支援課青少年育成係職員で各地区内の店舗や公園な

どを巡回し、補導・声かけ活動をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※その他にも、各地区内の祭りやイベント等においても、補導・声かけ活動をしていただいています。 

福南地区巡回パトロール 

 

妹尾・福田地区合同補導 

 

高松地区巡回パトロール 

 

灘崎・興除・藤田地区合同補導 
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御南地区青少年育成協議会の取組 
 

○御南地区の概要 

 御南中学校区には、西小学校、御南小学校の２つの小学校、今認定こども園他１５園ほどの幼稚園や

保育園があります。また学区には、西支援学校や公民館、他にも南野育成園やひらた旭川荘といった

児童養護施設や福祉施設、岡山県健康づくり財団などがあり、育成協議会の様々な取り組みの際には

ともに活動を行っています。 

 

○主な活動紹介 

① 教育講演会・地区別懇談会 

 毎年６月に教育講演会・地区別懇談会を開催しています。令和６年

度より岡山ドームに隣接している「みはらしプラザ」で開催し、会の

前半は講師の方によるご講演、会の終盤には「御南地区の子どもた

ちについて思うこと」と題して地区別懇談会を行い、意見の交流を

行っています。 

令和６年度は、冠野真弓氏による、「ヤングケアラー」についての

ご講演、令和７年度は岡﨑恵子氏による、「食育」についてのご講演

をしていただく予定です。 

  

 

 

② 笹ヶ瀬川レッツクリーン作戦 

 毎年１１月～１２月の土曜日に笹ヶ瀬川周辺でクリーン作戦

を行っています。クリーン作戦には中学生やその保護者、地

域の方々や岡山県健康づくり財団の職員といった非常に多

くの方に参加いただいています。令和６年度は９００名程度

の参加者になりました。令和７年度も１１月２９日（土）の開催

を予定しています。 

 

 

③ 育成協だより・人権ポスターの作成 

 毎年２～３月に育成協だより・人権ポスターを作

成しています。育成協だよりでは取組の紹介とと

もに、毎年御南地区で気になるテーマについての

特集をとりあげています。令和６年度は「御南学区

防災特集」と題して、御南地区の防災に関する取組

や各学校園の防災教育の紹介を行いました。令和７

年度は教育講演会の内容とリンクさせて「食育」を

テーマに特集したいと考えています。 

 また、人権ポスターも生徒が考えた標語やデザイ

ンを元に作成し、地域の公民館などに掲示してい

ただいています。 
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１０月、１１月は「令和７年度岡山県麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止月間です。薬物の乱用は、乱用

者個人の健康問題にとどまらず、各種の犯罪の誘因など公共の福祉に計

り知れない危害をもたらすものです。一人一人の薬物に関する危険性の

認識を高め、薬物乱用の根絶を目指しましょう。 

薬物乱用はダメ。ゼッタイ。 

昨年度年の全国の覚醒剤事犯での検挙人員は６，３０６人で、麻薬・

向精神薬事犯での検挙人員は、１，３９０人と過去１０年で最多を記

録しました。さらに大麻事犯の検挙人員は６，３４２人と高い水準で

推移し、その約７割の３０歳未満となっており、若年層を中心に大麻

の乱用の裾野が拡大しています。岡山県内においても同様にそれぞれ

に高い水準で推移しており、今年９月には、１７歳の少年４人が大麻

を所持したとして逮捕された事案がありました。 

大麻は、「身体への影響はない」「依存性がない」というのは間違いです。大麻は脳の知的機能や

記憶の形成を司る部位に悪影響を及ぼすなど、様々な不具合を引き起こす違法な薬物です。間違っ

た情報に流されず、正しい知識で判断しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山市では、子ども・若者育成支援推進法第１９条第１項の規

定に基づき、社会生活を円滑に営む上で困難を有する子ども・若

者を支援するため、官民の支援機関等によるネットワークとし

て、「岡山市子ども・若者応援パートナーズ」（岡山市子ども・若

者支援地域協議会）を設置しています。 

 この支援機関マップは、社会生活を円滑に営む上での困難を有

する子ども・若者やその家族が、適切な支援機関へつながる最初

の一歩を踏み出すきっかけをつくることを目的として取りまとめ

たもので、令和７年７月１日改定版を作成いたしました。 

すでに市内小中学校、義務教育学校、中等教育学校、高等学

校、専門学校及び大学等へ配付しております。 

各学校におかれましては、不安や悩みを相談された子ども・若 

者や、その家族の方等への情報提供資料としてご活用ください。 

 

 

 

 

 

麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止運動  

オーバードーズ（医薬品  過量服薬） 
医薬品を、決められた量を超えてたくさん飲んでしまうことを

「オーバードーズ（OD）」といいます。 

特に最近、かぜ薬や咳止め薬などを、症状を抑える以外の目的で

大量に服用するケースが若者の間に広がっています。 

医薬品を本来の目的以外に使ったり、過剰に摂取したりすると、

さまざまな健康被害を引き起こしたり、やめられなくなったりする

おそれがあります。 
 

 

 

 
岡山市子ども・若者支援機関マップ  
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